
大前医院           運営規程 

 

事業の目的 

第１条 医療法人社団杏正会大前医院が開設する通所介護事業、介護予防・日常生活支

援総合事業の適正運営を図るために、人員及び管理運営に関する事項を定め、

適正に利用できることを目的とする。 

 

運営の方針 

第２条 利用者の希望に沿って、介護予防あるいは要介護のランクに合わせ該当者やそ

の家族の要望を十分尊重しながら介護にあたることとする。 

 

事業所の名称、所在地 施設及び事業所の名称及び所在地は次のとおりとする。 

第３条 一 名 称   

イ 通所介護 大前医院デイサービスいずみ 

ロ 介護予防通所介護 大前医院デイサービスいずみ 

二 所在地  

 岐阜市太郎丸新屋敷２０５番地の２ 

 

職員の職種、員数 施設及び事業所の職員の職種、員数及び職務内容は次のとおりとする。 

第４条 一 通所介護       

イ 管理者     １名 

     従業員の管理及び業務の実施状況の把握その他の管理を一元的に行う。 

   ロ 生活指導員   １名 

     利用者及びそのご家族からの相談に応じる。 

   ハ 機能訓練指導員 ２名 

     日常生活を営むのに必要な機能の減退を防止するための訓練を行う。 

   ニ 看護職員    ３名 

     利用者の心身の状況を把握し、看護にあたる。 

     利用者の口腔機能の向上をはかる 

   ホ 介護職員    ５名 

     利用者の心身の状況を把握し、介護にあたる 

    

     二 介護予防通所介護   

イ 管理者     １名 

     従業員の管理及び業務の実施状況の把握その他の管理を一元的に行う。 

   ロ 生活指導員   １名 

     利用者及びそのご家族からの相談に応じる。 

   ハ 機能訓練指導員 ２名 

     日常生活を営むのに必要な機能の減退を防止するための訓練を行う。 

   ニ 看護職員    ３名 

     利用者の心身の状況を把握し、看護にあたる。 

     利用者の口腔機能の向上をはかる 

   ホ 介護職員    ５名 

     利用者の心身の状況を把握し、介護にあたる 

            

通所介護 

介護予防・日常生活支援総合事業  



営業日及び営業時間 

第５条 事業所の営業日、営業時間及びサービス提供時間は次のとおりとする。 

   一 営業日  

月曜日から土曜日 

              ただし、祝祭日及び年末年始（１２/３１から１/３）を除く。 

     二 営業時間  

月曜日から金曜日 午前８：３０から午後５：００ 

ただし、土曜日は午前８：３０から午後４：００ 

     三 サービス提供時間 

       月曜日から金曜日 午前９：００から午後４：３０ 

       ただし、土曜日は午前９：００から午後３：００ 

 

利用料等 

第６条 利用料の額は厚生労働大臣が定める基準介護報酬によるものとし、法定代理受

領サービスであるときは厚生労働大臣が定める基準の一割とする。 

２ その他の費用として次のものを利用者からの負担とする。 

一 通所介護       

食費、おむつ代、日常生活においても通常必要となるものに係わる経費で 

あって、その利用者に負担させることが適当と認められるもの 

二 介護予防通所介護    

食費、おむつ代、日常生活においても通常必要となるものに係わる経費で 

あって、その利用者に負担させることが適当と認められるもの 

 

事業の実施区域 

第７条 通常の事業実施区域は岐阜市、関市、山県市、美濃市とする。 

 

職員の研修 

第８条 資質向上のため研修会、講演会に積極的に参加するものとする。 

 

守秘義務 

第９条 職員は業務上知り得た情報を口外してはならない。なお、守秘義務は退職後も

課せられる事を雇用契約の内容とする。 

 

定員について 

 第１０条 事業所の定員は次のとおりとする。 

通所介護（介護予防・日常生活支援総合事業事業）３０名（ただし、土曜日は１５名） 

 

利用にあたっての留意点 

第１１条 利用者は、事業所の利用にあたって次の事項に留意するものとする。 

  一 利用中はすべて医師、看護師等の指示を守る。 

二 特殊な服薬、給食以外の飲食、散歩、入浴等はすべて医師の指示に従う。 

 

 

 

 

 



非常災害対策について 

第１２条 年２回の防火訓練を行なうことにより、実際の災害時に避難誘導等を確実に

行なうことができるようにする。 

２ 非常災害が発生した場合には、事業所の指示に従って行動する。非常口、階

段等避難経路及び避難器具の所在は表示灯によって確認する。 

 

緊急時等の対応 

第１３条 事業所の職員は、現に介護の提供を行っている時に、利用者に病状の急変が生

じた場合、その他必要な場合は、速やかに主治の医師への連絡を行う等の必要な

措置を講ずるものとする。 

 

虐待防止のための措置に関する事項 

第１４条 事業所は、虐待の発生又はその再発を防止するため、次の各号に掲げる措置を

講じるものとする。 

 

一 事業所における虐待の防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置等を活用

して行うことができるものとする。）を定期的に開催するとともに、その結果について、職

員に周知徹底を図ること。 

 

二 事業所における虐待の防止のための指針を整備すること。 

 

三 事業所において、職員に対し、虐待の防止のための研修を定期的に（年 1回以上）実

施すること。 

 

四 前三号に掲げる措置を適切に実施するための担当者を置くこと。 

 

その他 

第１５条 この規程に定める事項外の問題が発生した場合は、医療法人社団杏正会大前医

院と施設および事業所の管理者との協議にもとづいて定めるものとする。 

 

附則 

１.この規程は平成１８年４月１日より施行する。 

２. この規程は平成２４年４月１日より施行する。 

３. この規程は平成２６年２月１日より施行する。 

４. この規程は平成２９年７月１日より施行する。 

５. この規程は平成３０年４月１日より施行する。 

６. この規程は令和６年４月１日より施行する。 


